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研究成果の概要： 
 本研究は，南極海において普遍的に分布し，個体数において大型植食性カイアシ類を大きく凌ぐといわれている体長

1.5mm以下の小型カイアシ類（例えばOithona, Oncaea, Ctenocalanus, Microcalanus など）の生態学的な役割について基礎的

な知見を得ることを目的として行った.ものである。一連の調査研究から，南極海では，小型カイアシ類の現存量は大型

植食性カイアシ類に匹敵するほど高いことが明らかとなり，南極海の物質循環において小型カイアシ類もまたは極めて重

要な役割をもっていることが示唆された． 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 800,000 0 800,000 

2006年度 800,000 0 800,000 

2007年度 800,000 240,000 1,040,000 

2008年度 600,000 180,000 780,000 

  年度  

総 計 3,000,000 420,000 3,420,000 

 
研究分野：極域海洋生態学 
科研費の分科・細目：環境学・環境動態解析 
キーワード：環境変動，南極海，物質循環，動物プランクトン，カイアシ類 
 
１．研究開始当初の背景 
 季節的に海氷域に覆われる高緯度の南極海域では，ナ

ンキョクオキアミをはじめとしてサルパ類やカイアシ類

などの大型植食性動物プランクトンが生物量（重量）で

卓越して分布する．これらの動物群に関する研究は，こ

れまで多くの研究者によって詳細な研究がなされてきて

おり，その南極海における物質循環に果たす役割が明ら

かにされてきた.しかし他方，個体数において大型植食性

動物群を圧倒的に凌駕する小型動物プランクトン群(例
えば，Oithona属やOncaea属カイアシ類，尾虫類)の南極海

における生態学的な役割については，ほとんど明らかに

なっていない．とくに，これら小型動物群については，

その分布や生物量について，定量的な情報が決定的に不

足しており，大型植食性動物群との正確な量的比較がな

されていない．小型動物群の知見の集積は，南極海のよ

り詳細な海洋生物生産過程の解明や長期的な南極海の環

境変動のモニタリングを実施していく上で，焦眉の課題

の一つとなっている． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，南極海においてとくに普遍的に分布し，

個体数において大型植食性カイアシ類を大きく凌ぐ体

長1.5mm以下の小型カイアシ類（例えばOithona, Oncaea, 
Ctenocalanus, Microcalanus など）を対象として，その南

極海における生態学的な役割について，以下のような基

礎的な知見を得ることを目的とした． 
（１）目合60 µmネットによる小型カイアシ類の現存量

およびノルパックネットの採集効率の評価 
これまでの研究から，日本の南極海観測の対象海域の一

つであるリュツォ・ホルム湾沖においても100 µmおよ

び330 µm目合で得られた動物プランクトン群集を比較

した結果，その現存量は数十倍から100倍異なり，100 µm
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で得られた小型カイアシ類はバイオマスにおいても大

型カイアシ類に匹敵するものである事が示唆された.一
方で,モデル解析の結果から,100 µm でさえも,小型カイ

アシ類の採集効率は 60%程度に留まるとの見積もりが

ある.しかし,現場レベルでは動物個体以外の粒子による

ネットの目詰まりなどが採集効率を変化させる要因と

なることから,一概に上記モデルによる見積もりを適応

する事はできない.そこで過小評価の程度を現場レベル

で評価するため，がま口ネット(60 µm mesh)とノルパッ

クツインネット (100, 330 µm mesh)の比較を行った. 
（２）リュツォ・ホルム湾沖における動物プランクトン

現存量および空間分布 
 リュツォ・ホルム湾沖は我が国の南極基地である昭和

基地の沖に位置し，観測隊輸送の航路となっているもの

の，同海域における動物プランクトン群集に関する知見

は非常に乏しい．60µm メッシュを取り付けたがま口ネ

ットを用いて同海域の７観測点において鉛直区分採集

を実施し，リュツォ・ホルム湾沖における動物プランク

トンの水平および鉛直分布明らかにすることを試みた． 
 
３．研究の方法 
(1) 目合60 µmネットによる小型カイアシ類の現存量お

よびノルパックネットの採集効率の評価 
 採集は，東京海洋大学実習船，海鷹丸による 2008 年

度南大洋航海中にリュツォ・ホルム湾沖に設定した7つ
の観測点において，ノルパックツインネット (100, 330 
µm) およびガマ口ネット (60 µm) を用いて行った．これ

らのネットにより水深 0−200 m 水柱を鉛直曳きして得

た動物プランクトン試料は，中性ホルマリン海水で固定

し，実験室に持ち帰った．試料中の分類群組成および現

存量は，顕微鏡下で同定，計数を行い，濾水計の読み取

り値で補正して決定した． 
 
(2) リュツォ・ホルム湾沖における動物プランクトン現

存量および空間分布 
 試料の採集は上記メッシュ比較のための試料と同様

である．前述したがま口ネットによる0−200 m のサンプ

ルは0-100 m および100-200 m をプールしたものである．

本解析ではこれら２層の試料に200-500 m 層で得られた

ものを加え，７観測点でそれぞれ３層から得た動物プラ

ンクトン現存量および分類群組成に関して解析を行っ

た．それぞれの現存量を対数変換後，Bray-Curtis similarity
を算出し，群平均法によるクラスター解析を行った． 
 
４．研究成果 

(1) 目合60 µmネットによる小型カイアシ類の現存量お

よびノルパックネットの採集効率の評価 
 比較結果のまとめを表1に記した．現存量は目合が小

さいほど顕著に大きくなり、100 µm メッシュを使用し

ても小型種は過小評価される事が分かった．過小評価の

割合は全現存量および小型カイアシ類４種（Ctenocalanus 
citer, Microcalanus pygmaeus, Oithona spp., Oncaea spp.）にお

いて特に330 µmメッシュにおいて顕著であった．一方，

100 µm メッシュにおいてはその過小評価の程度は 330 
µmに比べて非常に小さく，小型種においても60 µm メ
ッシュで得られた現存量の66％を採集していた．しかし，

ノープリウス幼生は小型カイアシ類よりもさらに過小

評価されており，100 µmであっても顕著（有意）な過小

評価が検出された． 
 大きな目合での小型種の過小評価とは逆に，小さな目

合で採集する事による濾水効率の減少と，それにともな

っておこると予想される大型カイアシ類の過小評価が

懸念される．しかし，表に見られるように本研究中では，

大型カイアシ類においても60 µmにおいて最も高い採集

効率を示した．このことは，本研究対象海域においてメ

ソ動物プランクトンの定量採集を行う場合，60 µm目合

による採集が最適であり，330 µmメッシュは不要である

ことを意味しているように見える．しかし，本研究を行

った海域においては植物プランクトンブルームによる

極端なネットの目詰まりが起こらなかった．また，大型

カイアシ類の初期コペポダイト期が多く出現する時期

であったため，大型カイアシ類をも330 µmでは過小評

価していた可能性がある.330 µmのような大きな目合の

ネットは目詰まりが起きやすい環境下で有効であると

予想されるが今回はそのようなケースを含んでいない．

さらに比較試料を増やし．詳細な検証をした後にメソ動

物プランクトン群集全体の構造を正確に捉えうる方法

の確立が必要である． 
 
表1. 60 µm の採集効率を100%とした場合の100 µm お
よび330 µm メッシュの採集効率 
 

 
(2)リュツォ・ホルム湾沖における動物プランクトン現存

量および空間分布 
 クラスター解析の結果、計21サンプルは類似度70に
おいて３つのクラスターに別れ（図1）、観測海域におけ

る動物プランクトン群集構造はそれらの水平分布より

むしろ分類群毎の深度分布特性に依存していることを

示した．本海域において優占した分類群は Ctenocalanus 
citer, Microcalanus pygmaeus, Oithona spp., Oncaea spp.であ

り，特にC. citerおよびOithona spp. は深度が増すにつれ

て顕著に現存量が減少していた.．この２種の鉛直分布の

偏りが，本クラスター解析結果に大きく寄与していたも

のと考えられる． 
 一方，水平分布に関しては，観測海域の東端（G14）
および西端（G5）の群集組成はいずれの深度においても

他の５測点と比べて類似度が高い事が見いだされた．こ

の２観測点では，表層混合層以深に低水温，低塩分海水

が存在しており，亜表層から中層にかけての水塊の分布

が動物プランクトンの分布と密接に関係している可能



性が高い.. 
 

 
図.1. クラスターツリー. サンプル名は観測点（L1, L4, 

L5, G5, G11, G13, G14）,深度 (C1: 0-100 m, C2: 100-200 

m, C3: 200-500 m) を繋げて表記している. 
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ンド洋区における DMS(P)分布．平成 18 年度極域気水

圏・生物圏合同シンポジウム，2006年11月20-22日，

国立極地研究所． 
 
(15) 渡邉侑子，澤本彰三，石丸隆，林倫成，瀧憲司，永

延幹男，品川牧詩，小達恒夫，茂木正人：南大洋インド

洋セクターとロス海から採集された大型動物プランク

トン群集の空間分布．平成 18 年度極域気水圏・生物圏

合同シンポジウム，2006年11月20-22日，国立極地研

究所． 
 
(16) 沖俊輔，堀本奈穂，石丸隆，山口征矢，小達恒夫：

2005年・2006年のRüzow-Holm湾沖における植物プラ

ンクトン現存量と群集組成．平成 18 年度極域気水圏・

生物圏合同シンポジウム，2006年11月20-22日，国立

極地研究所． 
 
(17) 大槻晃久，小達恒夫，工藤栄，福地光男：オングル

海峡定着氷域における一次生産の特徴．平成 18 年度極

域気水圏・生物圏合同シンポジウム，2006年11月20-22
日，国立極地研究所． 
 
(18) 一宮睦雄，本多正樹，下田春人，斉藤憲二，小達恒

夫，福地光男：昭和基地周辺海域の底泥中におけるプラ

ンクトン休眠期細胞群集について．平成 18 年度極域気

水圏・生物圏合同シンポジウム，2006年11月20-22日，

国立極地研究所． 
 
(19) 斉藤憲二，酒井則良，新屋みのり，福地光男，小達

恒夫，高橋邦夫：COI遺伝子領域を用いたカイアシ類の

同定技術開発．平成 18 年度極域気水圏・生物圏合同シ

ンポジウム，2006年11月20-22日，国立極地研究所． 
 
(20) 工藤栄，平譯亨，笠松伸江，小達恒夫，福地光男：

東経140゚ ライン上の南極海域表層における植物プラン



クトンクロロフィル分布と光合成活性．2005年度日本海

洋学会秋季大会，2005年9月，仙台． 
 
(21) 小達恒夫，石丸隆，福地光男：海鷹丸による南極海

共同観測．第28回極域生物シンポジウム，2005年12月
8-9日，国立極地研究所． 
 
(22) 品川牧詩，堀本奈穂，石丸隆，喜多村稔，小達恒夫，

平譯 享：2004/05 年海鷹丸航海において採集された動

物プランクトン群集の空間分布．第 28 回極域生物シン

ポジウム，2005年12月8-9日，国立極地研究所． 
 
(23) 福地光男，小達恒夫，Graham Hosie, 平譯亨，高橋邦

夫：南大洋において実施される豪・仏・日 CAML/IPY
共同研究．第28回極域生物シンポジウム，2005年12月
8-9日，国立極地研究所． 
 
(24) 高橋邦夫，グラハム・ホージー，福地光男，小達恒

夫：季節海氷域における植食性カイアシ類Calanus acutus 
の生活史戦略．2005 年度日本海洋学会秋季大会，2005
年9月，仙台． 
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